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【目的】 

国民の生活習慣やリスク要因は時代とともに変化しており、地域や世代間の格差が生じると考

えられる。本研究は、日本国民を代表する標本による国民栄養調査および国民健康・栄養調査（以

下、国民健康・栄養調査）の 20 年間のデータ推移分析により、国民の生活習慣病リスク要因の変

化、地域格差の要因を明らかにし、生活習慣病予防のための最新の優先的課題を明らかにするこ

とを目的とした。 

 

【対象と方法】 

国民健康・栄養調査の調査票情報の利用申請を行って分析データベースを構築した。1995 年か

ら 2016 年のうち 14 年分（1 期：1995-97 年、2 期：1999-2001 年、3 期；2003-5 年、4 期 2007-

9 年、5 期 2012 年、6 期 2016 年）の国民健康・栄養調査（2012 年と 2016 年は拡大調査年）の

40-69 歳を分析対象とした。 

2000 年の平均寿命別に都道府県を以下の 4 群（平均寿命が長い方から男性：M1-M4、女性：

F1-F4）に分類した。 

M1：埼玉、千葉、神奈川、富山、福井、長野、岐阜、静岡、滋賀、京都、奈良、熊本 

M2：宮城、山形、群馬、東京、石川、山梨、愛知、三重、岡山、広島、香川、大分 

M3：北海道、茨城、新潟、兵庫、鳥取、島根、徳島、愛媛、福岡、長崎、宮崎、沖縄 

M4：青森、岩手、秋田、福島、栃木、大阪、和歌山、山口、高知、佐賀、鹿児島 
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